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互作用 (Hype血 e hteraction)とよばれる言葉は､出てくるだけでアレルギーを起こされ
る方も多いようだ｡この特集が､専門家に読んでいただくだけではなく､そんな方々への
一助になれば幸いである｡
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図7･Y(Col･ⅠAlZ)2における59co核の(1′TIT)a/xdの温度変化o
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たわけですが､滝川仁博士 (IBMWatson)､安岡弘志教授 (東大 ･物性研)との共同研究
が中心となっています｡また､清水禎博士 (金属材料技術研究所)､今井卓助教授 (M汀
)､中村裕之助手 (京大 ･エ)､伊藤豊博士 (高知大 ･理)､高林慶紀教授 (姫路工大 ･
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